
 
 

 

 

沖
縄
県
宜
野
湾
市
長
選
挙
勝
利
・

支
援
者
「
結
団
式
」
（
大
阪
安
保
主

催
）
が
、
１
月
８
日
平
和
委
員
会
事

務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
長
谷
大
阪
安
保
事
務
局
員

が
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
シ
ム
ラ
恵
一

郎
市
長
候
補
の
勝
利
に
向
け
た
支
援

者
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。
そ

の
後
、
２９
人
の
参
加
者
全
員
が
抱
負

や
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
上
羽
大
阪

平
和
委
事
務
局
長
は
、
す
で
に
現
地

入
り
し
て
い
る
千
坂
日
本
平
和
委
員

会
事
務
局
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ー

ル
＝
「
楽
観
を
許
さ
な
い
」
現
地
選

挙
情
勢
を
読
み
上
げ
た
上
で
、
大
阪

の
支
援
者
の
奮
闘
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
奥
村
正
憲
・
八
尾
平
和
委
事
務

局
長
は
、
「
一
昨
年
１１
月
知
事
選
挙

で
は
１１
人
の
支
援
団
を
組
み
名
護
市

で
支
援
し
た
が
、
今
回
も
総
勢
１０
人

の
支
援
団
を
組
織
で
き
た
」
と
語
り

ま
し
た
。 

 
 

 

 
 

 

大
阪
安
保
は
カ
ン
パ
を
集
め
３０
人

以
上
の
支
援
団
（
１０
人
以
上
）
を
派
遣

し
ま
す
。 

奥
村
さ
ん
ら
八
尾
、
天
王
寺
、
生
野

な
ど
の
１０
人
は
１５
日
～
１９
日
ま
で
、

上
羽
事
務
局
長
ら
は
２１
日
～
２４
日
投

票
日
ま
で
現
地
支
援
に
入
り
ま
す
。 

 

 
 

           
 

   

 

 
告
示
前
の
１６
日
は
夜
８
時
前
ま
で
、 

終
日
宣
伝
行
動
。
翁
長
知
事
が
統
一
連

の
奮
闘
を
激
励
に
事
務
所
を
訪
れ
る
サ

プ
ラ
イ
ズ
の
一
幕
も
。
１７
日
は
朝
７
時

に
出
発
、
８
時
３０
分
か
ら
シ
ム
ラ
候
補

の
出
陣
式
。
道
路
は
１
５
０
０
人
の
参

加
者
で
埋
め
ら
れ
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
統
一
連
の
事
務

所
で
こ
れ
も
会
場
あ
ふ
れ
る
２
０
０
人

余
の
県
内
・
全
国
の
参
加
者
で
、
熱
気

む
ん
む
ん
。
そ
の
後
、
京
都
平
和
委
員

会
の
仲
間
と
全
戸
配
布
・
対
話
作
戦
。

し
か
し
、
こ
の
日
は
昼
前
か
ら
ど
ん
ど

ん
風
雨
が
強
く
な
り
、
横
殴
り
の
雨
に

傘
は
め
く
れ
、
ズ
ボ
ン
や
靴
は
び
し
ょ

ぬ
れ
。
午
後
３
時
で
行
動
を
打
ち
切
り
、

事
務
所
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
２
日
間
、
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
、
岡

山
な
ど
の
平
和
委
員
会
の
仲
間
も
行
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

（
千
坂
純
日
本
平
和
委
事
務
局
長
） 

 

    
 
 
 
 

 

 
 

 
 

１
月
９
日
大
阪
平
和
委
事
務
所
近

く
の
空
堀
商
店
街
で
戦
争
法
廃
止
統

一
署
名
行
動
を
し
ま
し
た
。
緊
急
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
５
人
が
集
ま

り
１
時
間
で
３４
筆
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
後
日
（
定
例
会
の
前
後
？
）

に
や
ろ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し

た
！ 

 

ち
な
み
に
、
こ
の
署
名
に
関
し
て

大
阪
平
和
委
員
会
青
年
学
生
部
・
青

年
協
の
目
標
が
決
ま
り
ま
し
た
！ 

目
標
―
「
署
名
用
紙
（
ビ
ラ
）
を
一

人
一
枚
埋
め
る
こ
と
！
」 

 

ん
？
家
族
と
か
に
書
い
て
も
ら
っ

た
ら
余
裕
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
と
思
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
よ
い

の
で
す
。
全
員
が
全
員
、
ほ
ん
ま
に

全
員
が
「
動
き
だ
す
」
こ
と
を
柱
に

こ
の
目
標
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
友
人
や
家
族
に
声
を
か
け
ま

し
ょ
う
。 

 

ほ
か
に
、
２
月
１９
日
か
ら
行
く
沖

縄
平
和
ツ
ア
ー
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を

作
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
ご
協

力
を
！ 

 

（
報
告
者 
岩
本
悟
・
青
年
協
議

長
）        

   
 

 

 
 

天
王
寺
平
和
委
員
会
の
女
性
た
ち

は
１
月
２
日
玉
造
駅
前
で
初
詣
客
を

対
象
に
戦
争
法
廃
止
統
一
署
名
行
動

を
展
開
。
１３
人
で
２１
筆
集
め
ま
し
た
。 
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大阪平和委員会６０周年総会＆式典のお知らせ 

 

（１）第６０回総会 

  ○日 時  ５月８日（日）１０：００～ 

  ○会 場  たかつガーデン８階たかつ西 

○次 第  別 途 

○規 模  １００人 

（２）６０周年記念式典 

  ○日 時  ５月８日（日）１３：３０～ 

  ○会 場 たかつガーデン８階全フロアー 

○次 第 

◇祝 辞 日本平和委員会など 

◇音楽演奏 

◇俳優座女優有馬理恵さんの 

一人芝居「釈迦内柩唄」 

◇パンフレット「６０年のあゆみ」披露

◇食事と交流 

  ○規模 １５０人 

＊詳細は別途 乞うご期待！ 

青年学生部・青年協が 

フンサダン（韓国青年学生団体）と来月交流予定 

○２月２６日（金） 

◇大阪城天守閣博物館（渡辺武氏が案内）、ピース大阪訪問

◇歓迎会―平和委員会青年学生部や民青の挨拶・夕食交流 

○２月２７日（土） 

◇在日コリアン青年連合事務局訪問（鶴橋） 

◇鶴橋フィールドワーク（with 平和委員会青年学生部） 

◇青年フォーラム、夕食交流、自由時間 

2098 号 

大
阪
平
和
委
員
会
「
ザ
・
思
い
や
り
」
大
阪
市
内
上
映
会
の
ご
案
内 

○
３
月
２１
日
（
月
・
休
） 

た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
２
階
コ
ス
モ
ス 

○
上
映
時
間 

①
１３
時
１５
分
～ 

 

②
１５
時
１５
分
～ 



 

西
淀
川
平
和
委
は
昨
年
１２
月
２５

日
夜
、
会
員
数
を
再
建
総
会
時
１５
人

か
ら
９３
人
に
増
や
し
第
３
回
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
最
初
に
伊
倉
か
ゑ
子

事
務
局
員
が
昨
年
参
加
し
た
「
西
淀

川
韓
国
平
和
ツ
ア
ー
」
で
の
「
ナ
ヌ

ム
の
家
」
の
ハ
ル
モ
ニ
（
元
日
本
軍

「
慰
安
婦
」
制
度
の
被
害
者
）
と
の

交
流
に
つ
い
て
写
真
を
使
っ
て
報
告

し
ま
し
た
。
続
い
て
参
加
者
２５
人
で

乾
杯
。
朝
か
ら
用
意
さ
れ
た
お
で
ん
、

サ
ラ
ダ
、
豚
汁
な
ど
の
ご
馳
走
を
味

わ
い
な
が
ら
、
中
村
玉
枝
事
務
局
長

か
ら
の
一
年
間
の
多
彩
な
活
動
経

過
・
会
計
報
告
と
今
後
の
活
動
方
針

（
会
員
百
人
を
め
ざ
す
な
ど
）
、
役

員
紹
介
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
次
に

参
加
者
全
員
が
決
意
表
明
を
行
い
、

最
後
に
診
察
を
終
え
駆
け
つ
け
た
穐

久
英
明
会
長
が
戦
争
法
廃
止
に
向
け

共
に
頑
張
ろ
う
と
挨
拶
し
ま
し
た
。  

大
阪
平
和
委
は
会
員
数
１
４
５
０

人
で
迎
春
。
こ
れ
は
、
西
淀
川
の
仲

間
づ
く
り
に
負
う
所
が
大
で
す
。 

    

 

  

和
泉
平
和
委
は
昨
年
１２
月
１９
日 

 

和
泉
平
和
委
は
１２
月
１９
日
「
第

１０
回
定
期
総
会
」
を
会
員
過
半
数
の

出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。
小
川
和
治

会
長
挨
拶
の
後
、
上
羽
事
務
局
長
が

多
数
の
写
真
を
使
っ
て
「
沖
縄
・
辺

野
古
新
基
地
建
設
阻
止
と
そ
れ
に
向

け
た
最
大
の
課
題
・
宜
野
湾
市
長
選

挙
で
の
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
シ
ム
ラ

恵
一
郎
候
補
の
勝
利
の
意
義
に
つ
い

て
報
告
。
次
い
で
議
事
―
経
過
報
告
、

運
動
方
針
、
財
政
報
告
、
役
員
選
出
。  

そ
の
後
の
討
論
の
な
か
で
は
、
中

学
校
で
進
路
を
担
当
す
る
会
員
が
自

衛
隊
に
よ
る
隊
員
募
集
の
活
動
が
活

発
化
し
て
い
る
現
状
を
リ
ア
ル
に
次

の
よ
う
に
報
告
し
、
参
加
者
の
関
心

が
集
ま
り
ま
し
た
。
「
和
泉
市
内
の

中
学
生
の
間
で
は
、
信
太
山
駐
屯
地

で
の
自
衛
隊
職
場
体
験
は
希
望
者
が

定
員
の
３
倍
で
超
人
気
。
神
奈
川
県

横
須
賀
市
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
（
男
子
の
み
）
は
定
員
３

２
０
人
。
全
寮
制
で
月
９
万
２
千
円

の
手
当
が
で
る
の
で
総
評
１０
段
階
の

う
ち
８
段
階
と
い
う
成
績
上
位
の
生

徒
が
全
国
か
ら
入
学
し
て
い
る
」 

 

中
学
生
の
職
場
体
験
の
事
業
所
は

近
年
、
営
業
不
振
な
ど
に
よ
り
受
け

入
れ
る
余
裕
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
。
そ
の
中
で
体
験
人
数
枠

が
多
い
の
が
自
衛
隊
。
自
衛
隊
が
中

学
生
に
じ
わ
り
接
近
し
て
い
る
実
態

（
「
経
済
的
徴
兵
制
」
？
）
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
総
会
で
し
た
。 

      

１
月
９
日
午
後
「
は
な
ぞ
の
生
協

診
療
所
新
年
集
会
」
（
参
加
者
７０
人
）

で
上
羽
事
務
局
長
が
「
戦
争
立
法
そ

の
危
険
な
中
身
」
と
題
す
る
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
以
下
が
そ
の
要
旨
で

す
。 ―

戦
争
法
の
危
険
な
中
身
は
、「
国

連
が
統
括
し
な
い
人
道
復
興
支
援
活

動
や
安
全
確
保
活
動
等
」
に
自
衛
隊

が
参
加
で
き
る 

②
治
安
維
持
活
動

と
外
国
の
軍
隊
へ
の
「
駆
け
つ
け
警

護
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
る 

③
武

器
使
用
の
基
準
に
任
務
遂
行
型
の
使

用
を
認
め
る
と
い
う
も
の
。
こ
う
し

た
戦
争
法
の
発
動
を
止
め
る
た
め
２

０
０
０
万
署
名
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
も
う
― 

戦
争
法
の
学
習
以
外
に
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
問
題
点
」
の
学
習
、

落
語
な
ど
も
行
わ
れ
盛
り
だ
く
さ
ん

で
有
意
義
な
新
年
集
会
で
し
た
。
な

お
、
小
林
徳
子
大
阪
平
和
委
会
長
も

同
席
し
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
は
、
１
月
２０
日
加

納
診
療
所
で
も
同
内
容
の
報
告
予
定
。 

          

１
月
１７
日
奈
良
県
平
和
委
員
会
は

生
駒
市
内
で
「
平
和
学
校
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
４５
人
の
参
加
者
は
、「
戦

争
法
廃
止
へ
、
国
民
運
動
の
展
望
」

と
題
す
る
内
藤
功
・
日
本
平
和
委
員

会
代
表
理
事
の
講
義
を
３
回
に
分
け

て
熱
心
に
聞
き
取
り
ま
し
た
。
内
藤

氏
は
、
「
戦
争
す
る
国
」
と
「
戦
争

し
な
い
国
」
の
違
い
を
「
若
者
が
戦

場
で
殺
さ
れ
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
る

国
」
と
「
強
要
さ
れ
な
い
国
」
と
の

違
い
、
と
指
摘
。
戦
争
法
は
「
米
国

の
世
界
各
地
の
戦
争
に
自
衛
隊
を
投

入
で
き
る
仕
掛
け
」
、
戦
争
国
家
を

推
進
す
る
も
の
は
、
「
米
国
の
世
界

戦
略
、
日
米
の
軍
事
産
業
、
安
倍
政

権
中
枢
の
侵
略
戦
争
美
化
勢
力
」
、

戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
の
基
盤
は
、

①
法
的
基
盤
＝
「
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
と
一
体
の
戦
争
法
、
②
物
的
基

盤
＝
辺
野
古
新
基
地
建
設
・
全
国
の

基
地
の
再
編
強
化
・
軍
事
費
増
大
、

③
人
的
基
盤
＝
戦
場
で
生
命
を
犠
牲

に
す
る
隊
員
、
青
年
の
教
育
・
大
量

育
成
・
動
員
、
と
わ
か
り
や
す
く
解

明
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
主
権
在

民
、
恒
久
平
和
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
議
会
制
民
主
主
義
、
地
方
自
治

と
い
う
憲
法
の
五
原
則
を
「
武
器
」

に
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
阻
止
す
る

決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。 

な
お
、
学
校
に
参
加
し
た
上
羽
事

務
局
長
が
、
３１
日
大
阪
で
行
う
大
阪

平
和
委
女
性
委
員
会
行
事
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
女
性
が
２

人
参
加
を
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。 
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能勢寒もちのご注文を！ 
《能勢ナイキ基地反対運動ゆかりの餅》 
○1 袋（1ｋｇ）―1480 円 
  ＊もちの個数２０～２２個 
  ＊１０袋注文の場合１袋 1280 円 
○入荷日―２月４日（木） 
○申し込み方法―所定の申込用紙に必要

事項を記入し大阪平和委員会へＦＡＸ送

付。電話での注文も受け付けます。 

今月の言葉「無辜のムスリム市民を殺害…」 
（トルコの）トラブゾンで同行してくれたエズ

カン・カルトさんに「もし日本の自衛隊がイラ

クの米軍のように無辜（ムコ）のムスリム市民

を殺害することになったらどう思うか」と尋ね

たら、「日本に対する良好なイメージは一挙に

崩れるだろう」と答えが返ってきた。（『中東・

武器・麻薬–中東紛争の正体』 
宮田律著、講談社現代新書） 

 

挨拶するアキヒサ会長 

記念すべき「第１０回総会」

ご馳走のならぶ新年集会 



 


